
 
 
 
  

  
 

５つのこと 
私たち、一人ひとりの行動で生物多様性を守ることができます。生物多様性の恵みをこの先ずっと受け

られるようにするために、自分でどんな行動ができるのか、考えてみましょう。そして、やってみたいこと、

できることからチャレンジしていきましょう！ 
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TEL:092-942-1127  FAX:092-942-1291 

古賀市の生物多様性地域戦略「つなげたい！

古賀の生命 伝えたい！生きる力 ―生物

多様性古賀戦略―」はこちら 

「COOL CHOICE（クールチョイス：賢い選択）」ってなぁに？ 

 
「COOL CHOICE」は、環境のため、未来のための地球温暖化対策です。 

「COOL CHOICE」を行うことは、かっこよく、スマートなライフスタイルを
実践することにもつながります。 

 

チャレンジしたいことに 
〇をかいてね！ 

１ ふれよう 

いろんな人と、 

いろんな季節に、 

生きものがいるところに行こう 

 
外にでかけると、エアコンやテレビを

使わないから、省エネにつながるんだ 

２ たべよう 

季節のもの、 

近くでとれたものを 

たべよう 

 近くでとれたものは、遠くでとれたも

のより、運ぶためのエネルギーが少な

いんだ 

３ えらぼう 

生きものにやさしい商品を 

しらべよう、 

えらぼう 

 

５ つたえよう 

生きものに出会って 

感じたことを 

家族や友達に伝えよう 

 

４ まもろう 

生きものをまもる活動を 

しらべて、 

参加しよう 

 

買い物の仕方を変えるだけで、もっと

地球にやさしくできるんだ 

身近な温暖化対策も、生きものを守る

ことにつながるんだ 

生きもののこと、地球のことをみんな

に伝えることで、住みやすい地球を作

っていこう 



 
 

私たちの近くには、いろいろな「生きもの」が暮らしています。 

カブトムシのようなこん虫、スズメのような鳥、ウサギなどのほ乳類、メダカなどの魚、タンポポなど

の植物・・・。私たちはたくさんの種類の生きものに囲まれて生活をしています。 

同じ種類の生きものでも個性があって、似たように見えても少しずつ形や色、模様が違ったりします。 

 また、山や川、海、里など、生きものが暮らしていく、いろんな環境があることで、生きものの種類や

個性は豊かになります。 

 

 

 

 

 

 

 

生きものたちは、他の生きものの生命(いのち)を食べたり、生きもの同士で協力し合ったり、必ず他の

生きものとつながりあいながら暮らしています。そして、自然の中では、たくさんの種類の生きものがに

ぎわい、それぞれがつながっています。そのつながりは、とてもバランスがとれた状態になっています。

こういう状態を「生物多様性」と言います。 

 「生物多様性」と「SDGs」のつながり 

2016年から 2030年の 15年間に、国際社会が取り組むべき 17のゴール（目標）が掲げられている持続可

能な開発目標（Sustainable Development Goals：SDGs）は、「先進国も達成に努めるべき世界共通の
目標」「私たちの世界をよりよくするためのみんなの目標」です。 

SDGsの 17 のゴールのうち、6（水）、7（エネルギー）、12（持続可能な生産・消費）、13（気候変動）、

14（海洋）、15（生態系・森林）などは、持続可能な開発の三側面（経済、社会、環境）の一つである環境

と関わりが深く、特に生物多様性に直接的に関連するゴールは 14 と 15 です。また、SDGsのゴールは相

互に関連していることから、一見生物多様性と関係しそうにないゴールとも関わりが見られます。 

ゲンジボタル ハマボウ 

ハクセンシオマネキ ジョウビタキ アサギマダラ 

 
 
 
 
 

古賀には、犬鳴山系・立花山系など、緑豊かな山々が広がっています。山から樹園地などに利用されてきた丘へ向かい、水田や畑地などの里、まちを過ぎると、西側には白砂
はくしゃ

青松
せいしょう

の美しい海岸線を有す

る海が広がっています。海に注ぐ大根川水系と中川水系の２つの河川は、場所や季節によっていろんな風景を見せてくれます。 

季節によって、一緒に見る人によって、見えるものも聞こえるものも変わってきます。どんな生きものがどんな場所で、どんな暮らしをしているのか、そっとのぞいてみませんか。 

 

  

生きものがにぎわう場所① 

古 賀 海 岸  

 
玄海国定公園に指定されている、白砂

は く し ゃ

青松
せ い し ょ う

の美しい海岸には、多くの植物、

魚、カニ、貝などが暮らしています。 

生きものがにぎわう場所② 

大根川（下流） 

 
山から里、まちを流れてきた大根川の

下流では、川の生きもの、海水と淡水が

混じり合う水を好む生きものなど、いろ

んな生きものに出会うことができます。 

生きものがにぎわう場所③ 

鹿  部  山 

 
市街地に残る貴重な緑のスペースとし

て、自然を活かし遊歩道を整備した公園

で、多くの市民に親しまれています。 

生きものがにぎわう場所④ 

里      地 

 
水田や畑地には、鳥・虫・魚など、様々な

生きものが暮らしています。季節によっ

て、いろんな生きものと出会うことがで

きます。 

生きものがにぎわう場所⑤ 

 古賀グリーンパーク 

 
自然と健康をテーマに整備された緑豊

かな公園です。この公園では、多くの人

の参加による植林が行われ、たくさんの

生きものと出会える場所となっていま

す。 

生きものがにぎわう場所⑩ 

薬王寺水辺公園 

 
農業用溜池の整備と併せて造られた公

園で、周囲の山々、木立、野鳥のさえず

りの中で緑と水に親しむことができる

公園です。 

生きものがにぎわう場所⑪ 

古賀ダム周辺 

 
古賀ダムの周辺には魚や虫、植物など

様々な生きものが暮らしています。 

…2017年度市民アンケートで、「残したい場所」として多くの人が選んだ場所です。 

花鶴小 ・ 

生きものがにぎわう場所⑥ 

千 鳥 ヶ 池  

 
千鳥ヶ池の周回散策路、森林遊歩道な

どがあり、市民のくつろぎの場として親

しまれていますが、実は、たくさんの生

きものが暮らしています。 

生きものがにぎわう場所⑦ 

大根川（上流） 

 
ホタルの飛び交う季節には神秘的な光

景を見ることができます。 

生きものがにぎわう場所⑨ 

上 米 多 比  

 
四季折々の花が楽しめる興山園や、め

ずらしい両生類が暮らす不入谷
いらんたん

などが

あり、自然豊かな地域です。 

2019年 3月現在 

生きものがにぎわう場所⑧  
西       山 

 
古賀の最高峰で、標高645mのこの山

は宮若市との市境にあり、犬鳴山系の

主峰で、多くの植物や虫が暮らしてい

ます。 
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場所 
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私たち人間を含むたくさんの生命(いのち)の長い歴史の中でつくられてきた「生物多様性」は、私た

ちの暮らしに欠かすことができません。私たち人間は、この「生物多様性」が生みだす恵みによって豊

かに暮らすことができるのです。私たちは、この恵みに感謝をするとともに、自然を畏(おそ)れ敬い、自

然と共に生きる知恵をつちかってきました。そして、この恵みは将来へ引き継いでいかなければなりませ

ん。古賀でも、たくさんの「生物多様性」の恵みを感じることができます。 

 

生きものが生みだす大気と水と土 

植物は、生きものたちが生きていくために必要

な酸素をつくります。雨が降ると、森林や田畑は

雨水を蓄え、栄養を含んだ水は川を流れて海へ

とつながり、生きものたちを豊かにします。微生

物は、地面に落ちた葉や生きものの死骸などを

分解し、豊かな土壌を育みます。 

このように、多くの生きものの営みによって、

生命(いのち)の基盤は支えられています。 

暮らしの基礎 

私たちは、豊かに実るお米や野菜、肉や卵や乳

製品など、いろいろな生きものの生命(いのち)

をいただいています。毎日の食卓を彩る野菜な

どの食物はもちろん、新聞や本などの紙製品や

医療品など、多様な生きものが、私たちの衣・

食・住を支えています。また、カワセミのくち

ばしにヒントを得て設計された 500系新幹線な

ど、生きものの遺伝的な情報、機能や形態も私

たちの生活の中で利用されています。 

文化の多様性を支える 

地域の多様な生態系や生きものは、私たちに精

神的な豊かさを与えてくれます。古賀でも見る

ことのできるホタルはそのひとつ。ホタルが作

り出す幻想的な風景は、私たちに精神的な癒し

や美しいという感覚を与えてくれます。 

このような精神的な豊かさ、自然や生命(いの

ち)への敬愛などは、祭り・踊り・郷土料理な

ど、地域の自然に根付いた文化の多様性を支え

ています。古賀の楽しみのひとつである放生会

は、海の幸、山の幸、五穀豊穣に感謝し、商売

繁盛や交通安全を祈願するお祭りです。放生会

をはじめ、自然に根付いた文化は地域によって

様々で、それが地域の個性となっています。 

自然に守られる私たちの暮らし 

多様な生態系や生きものは私たちの暮らしの安

全や安定をもたらしてくれます。 

例えば、豊かな森林や田畑では、雨はゆっくり

と土の中にしみこんで、地下水として蓄えられ

ます。そして、少しずつ川に流れていくので、

大雨が降ってもすぐに川があふれず、日照りが

続いても川の水はすぐになくなりません。この

ように、川の水の量を安定させたり、雨水が森

林の土壌を通過することで水質を浄化させたり

する機能を「水源かんよう機能」と言います。

また、植物は光合成によって大気や気候を調整

してくれるほか、地表を覆って土壌の流出を防

ぎ、自然災害から私たちを守ってくれます。 
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近くでとれたものを 

たべよう 

 近くでとれたものは、遠くでとれたも

のより、運ぶためのエネルギーが少な

いんだ 

３ えらぼう 

生きものにやさしい商品を 

しらべよう、 

えらぼう 

 

５ つたえよう 

生きものに出会って 

感じたことを 

家族や友達に伝えよう 

 

４ まもろう 

生きものをまもる活動を 

しらべて、 

参加しよう 

 

買い物の仕方を変えるだけで、もっと

地球にやさしくできるんだ 

身近な温暖化対策も、生きものを守る

ことにつながるんだ 

生きもののこと、地球のことをみんな

に伝えることで、住みやすい地球を作

っていこう 

  

私たち人間を含むたくさんの生命(いのち)の長い歴史の中でつくられてきた「生物多様性」は、私た

ちの暮らしに欠かすことができません。私たち人間は、この「生物多様性」が生みだす恵みによって豊

かに暮らすことができるのです。私たちは、この恵みに感謝をするとともに、自然を畏(おそ)れ敬い、自

然と共に生きる知恵をつちかってきました。そして、この恵みは将来へ引き継いでいかなければなりませ

ん。古賀でも、たくさんの「生物多様性」の恵みを感じることができます。 

 

生きものが生みだす大気と水と土 

植物は、生きものたちが生きていくために必要

な酸素をつくります。雨が降ると、森林や田畑は

雨水を蓄え、栄養を含んだ水は川を流れて海へ

とつながり、生きものたちを豊かにします。微生

物は、地面に落ちた葉や生きものの死骸などを

分解し、豊かな土壌を育みます。 

このように、多くの生きものの営みによって、

生命(いのち)の基盤は支えられています。 

暮らしの基礎 

私たちは、豊かに実るお米や野菜、肉や卵や乳

製品など、いろいろな生きものの生命(いのち)

をいただいています。毎日の食卓を彩る野菜な

どの食物はもちろん、新聞や本などの紙製品や

医療品など、多様な生きものが、私たちの衣・

食・住を支えています。また、カワセミのくち

ばしにヒントを得て設計された 500系新幹線な

ど、生きものの遺伝的な情報、機能や形態も私

たちの生活の中で利用されています。 

文化の多様性を支える 

地域の多様な生態系や生きものは、私たちに精

神的な豊かさを与えてくれます。古賀でも見る

ことのできるホタルはそのひとつ。ホタルが作

り出す幻想的な風景は、私たちに精神的な癒し

や美しいという感覚を与えてくれます。 

このような精神的な豊かさ、自然や生命(いの

ち)への敬愛などは、祭り・踊り・郷土料理な

ど、地域の自然に根付いた文化の多様性を支え

ています。古賀の楽しみのひとつである放生会

は、海の幸、山の幸、五穀豊穣に感謝し、商売

繁盛や交通安全を祈願するお祭りです。放生会

をはじめ、自然に根付いた文化は地域によって

様々で、それが地域の個性となっています。 

自然に守られる私たちの暮らし 

多様な生態系や生きものは私たちの暮らしの安

全や安定をもたらしてくれます。 

例えば、豊かな森林や田畑では、雨はゆっくり

と土の中にしみこんで、地下水として蓄えられ

ます。そして、少しずつ川に流れていくので、

大雨が降ってもすぐに川があふれず、日照りが

続いても川の水はすぐになくなりません。この

ように、川の水の量を安定させたり、雨水が森

林の土壌を通過することで水質を浄化させたり

する機能を「水源かんよう機能」と言います。

また、植物は光合成によって大気や気候を調整

してくれるほか、地表を覆って土壌の流出を防

ぎ、自然災害から私たちを守ってくれます。 
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